
 

 

３．計画の内容 

 １）対象施設 

  本計画では、大阪港湾局が大阪港で管理する港湾施設（600 施設）を対象とします。 

  

 ２）計画期間 

  計画期間は「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針（総務省 平成 30 年 2

月 27 日改訂）」に基づき 30 年とします。 

 

３）対策の優先順位の考え方 

原則、施設の劣化や損傷が激しい箇所から順次修繕を実施しますが、災害発生後の緊

急物資輸送に重要な役割を果たす耐震強化岸壁などの社会的影響度が大きい施設につい

ては、特に優先的に修繕を実施していきます（優先順位①～⑨）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

対策の優先順位の考え方 

対応方針 

７ 

健 

全 

度 

①～⑨：補修の優先順位 



 

 

４）施設の状態等 

国の点検ガイドラインに基づき点検、健全度評価を行った結果、鋼部材の腐食やコン

クリートの劣化が激しい施設が多く存在することが判明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桟橋脚柱部の鉄筋露出 エプロン舗装のひび割れ 

鋼管杭の腐食による開孔 岸壁上部工前面のひび割れ 
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５）対策内容と実施時期   

対策については、健全度評価の結果、早急な修繕および計画的な修繕の必要な箇所を選

定し、それぞれの管理水準を満足するように実施します。 

 

 

  

区分 説明 

限界管理

水準 

・施設の安全性・信頼性を損なう不具合等、管理上、絶対に下回れない水準。 

・一般的に、これを超えると大規模修繕や更新等が必要となる。 

目標管理

水準 

・管理上、目標とする水準。 

・これを下回ると補修等の対策を実施する必要がある。 

・目標管理水準は、不測の事態が発生した場合でも対応可能となるよう、限界管理水

準との間に適切な余裕を見込んで設定する（図‐6.14 不測の事態に対する管理水

準の余裕幅 参照）。 

 予測計

画 型 の

場合 

・劣化予測が可能な施設（部位・部材等）で、目標供用年数（寿命）を設定した

上で、ライフサイクルコストの最小化など、最適なタイミング（図‐6.15LCC 最小化の

イメージ 参照）で最適な補修等を行う水準。 

分類 施設の劣化・損傷の度合い  

総合評価 

Ａ 

施設に大きな変状が発生し、機能や安全上に影響が出るほど、

施設の性能が低下している状態 限界管理水準 

総合評価 

Ｂ 

施設の機能低下につながる程度の変状が発生しており、放置し

た場合に施設の性能が低下する恐れがある状態 目標管理水準 

総合評価 

Ｃ 

施設の機能にかかわる変状は認められないが、継続して観察す

る必要がある状態 

 

総合評価 

Ｄ 
異状は認められず、十分な性能を保持している状態 

 

計画的な修繕方法の例（土留鋼矢板の腐食の補修） 

補修前 
補修後 

９ 



 

 

鋼部材の腐食やコンクリートの劣化が激しい施設については、市民・施設利用者の安

全・安心を確保するため、主に「緊急安全対策」として平成 30 年度から令和 4 年度にか

けて修繕を集中的に取り組むとともに、修繕により施設の性能を一定回復したものから、

順次、予防保全型の維持管理にシフトすることで、施設の長寿命化と維持管理に要するト

ータルコストの削減に努めています。 

 

 

施設の性能を確保するため、施設の維持管理にあたり、『計画策定→点検→評価→補修

→計画見直し』といった維持管理のサイクルを実施し、施設ごとに策定した維持管理計画

を 5 年毎に見直すこととしています。 
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６）対策費用 

予防保全による維持管理を実施した場合、今後 30 年間の維持管理に要する費用

は、年平均約 38 億円 となります。 

 

 

 

港湾施設 維持管理費の見込み 

１１ 

年平均約３８億円 

１１ 


